
 

 

 
 

（3）令和元年度 保健連絡員･保健連絡員ＯＢによる赤ちゃん訪問 
 

 
１ 目的 

育児をスタートしたばかりの不安の大きい時期に訪問することにより、地域に自分のことを知って
いる「頼れる近所のおばさん」がいることを親子に知ってもらう。また、将来に向かってみんなで地
域の子供を支え、子育てを支えていける地域づくりをおこなう。 
専門的支援・継続的支援の必要な母親に対し保健センター事業につなげていく。 

 
２ 訪問実施保健連絡員数 

270 人（保健連絡員 197 人  保健連絡員OB 73 人） 
 

３  訪問数 

 

 

 
      

 

※対象者数と実施者数が不一致の理由：転出、長期里帰り、保健師・助産師が対応、家族が希望し

ない等 

※前年度より実施者数が減少した理由：新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う緊急事態宣言時の

事業の休止等で赤ちゃん訪問が行えない時期（愛知県緊急事態宣言発出期間【R2.4.10～5.6】）

があった為 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 Ｈ３０ Ｒ１ 

対象者数 1,101 人 1,096 人 

実施者数 967 人（87.8％） 911 人（83.1％） 

 

小牧南地区 

187 人/232 人 

 

巾下地区 

84 人/93 人 

実施者数/対象者数 

味岡地区 

244 人/272 人 

北里地区 

109 人/120 人 

小牧地区 

179 人/248 人 

東部地区 

108 人/131 人 

R2.11.27 母子保健推協議会 資料３ 

（R2.10.30 時点） 


